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現在、葛飾区では、白ゆり公園の敷地を拡張し、公園全体を改修す

ることを予定しております。 

この改修では、白ゆり公園が地域の核となる公園及び防災活動拠点と

なるような公園づくりを目指していきたいと考えております。 

このたび、令和元年 10 月 30 日（水）に白ゆり公園の改修について

の第１回事業説明会を開催しました。本公園の整備計画の説明を行

い、25 名の地域の皆様と意見交換を行いました。 
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白ゆり公園改修事業は、下表のように進めてまいる予定です。特に、地域の皆様のご意見を公園計

画に反映できるのは、今年度の基本設計段階となりますので、地域の皆様のご意見をお聞きしながら

改修計画をつくってまいります。 

 

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

     

 

 

 

 

第２回事業説明会は、下記の通り開催予定です。詳細が決まりましたら再度皆様にお知らせいたし

ますのでぜひご参加をお願いします。 

 

 

 

 

なお、事業説明会の資料や意見交換などの最新情報は、葛飾区のホームページにも掲載していま

す。①アドレスを入力して検索するか、②葛飾区公式サイトから探す方法があります。 

①アドレス： 

http://www.city.katsushika.lg.jp/kurashi/1000059/1003408/1022066/index.html 
 

②葛飾区公式サイト： 

葛飾区公式サイトトップページ⇒くらしのガイド⇒公園⇒ 

白ゆり公園改修整備事業⇒白ゆり公園改修 第 1 回事業説明会 

 

 

 

 

  

拡張用地 

（584 ㎡） 

拡張用地 

（1,019 ㎡） 

白ゆり公園改修  

事業説明会通信 

第１回事業説明会 開催概要 

（１）日時：令和元年 10 月 30 日（水） 

（２）会場：水元憩い交流館（水元 4-6-15） 

（３）内容：事業概要、公園の現況等について 

（４）タイムスケジュール： 

19：00 開会挨拶・担当職員紹介  

19：10 白ゆり公園改修事業説明 

19：30 意見交換 

20：15 閉会 

第２回事業説明会 開催予定 

日時：令和２年２月中旬   午後 7 時～8 時 

会場：水元憩い交流館（葛飾区水元 4-6-15） 

内容：計画案の説明、意見交換等 

■発行：葛飾区都市整備部公園課       担当：中島
なかじま

・鏑木
かぶらぎ

 

住 所：〒124-0012 葛飾区立石 6-9-1 

電 話： 03-3695-1111（内線 2977） 

03-3695-8385（直通） 

ＦＡＸ：  03-3697-6275 

第１号 

現在の公園写真 

説明会開催の様子 

改修予定地 

白ゆり公園 
（水元５-５-２０） 東水元六丁目 

東水元五丁目 

水元五丁目 

説明会会場 

水元憩い交流館 
（水元 4-6-15） 

水元四丁目 

今後の事業スケジュールについて 

開
園 

■今後の事業スケジュール（予定） 

●
第
１
回 

事
業
説
明
会 

●
第
２
回 

事
業
説
明
会 

10 月 ２月 

※年度とは、4 月から 3 月までを示します。 

■位置図 ■公園拡張範囲 

公園面積：3,601.82 ㎡ 

（白ゆり公園面積：

1,998.77 ㎡） 

（拡張用地面積 ：

1,603.05 ㎡） 

事業概要、 

公園現況、 

計画案の説明 

意見交換等 
計画案の説明 

意見交換等 

令和元年 11 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見内容-1 出入口 

 私道である西側ではなく、北側に出入口、駐輪場を

設置してほしい。 

 私道は車の通りが多いため、出入口の安全性を考慮

してほしい。 

主な意見内容-２ 遊具 
 健康遊具は早朝や夜間使う人を考慮して公園を施

錠する場合でも利用しやすいようにしてほしい。 

 既存の滑り台が大きい子のたまり場になっている

ため、小さい子も利用できるようにしてほしい。 

整備方針① 遊具の拡充 
・幼児用遊具（滑り台、スイング遊具、砂場等） 

・児童用遊具（複合遊具、ブランコ、鉄棒等） 

・健康遊具 

整備方針と説明内容について 

◇基本方針◇ 
地域の核となる 

レクリエーションの場と 

防災活動拠点の創出 

整備方針② 地域に親しまれてきた身近な 

公園機能の継承と発展 
・人気遊具である既存大型滑り台の活用 

（安全領域の確保、新しい遊び機能の付加） 

・広場は既存の面積以上を確保する（既存広場 800 ㎡程度） 

整備方針③ 安心・安全の向上 
・公園周囲に防球フェンス(6.0ｍ)とメッシュフェンス(1.8ｍ)の設置 

・活動エリアの区分（児童用遊び場と幼児用遊び場等） 

⇒対象となる年齢層ごとに活動エリアを区分し安全に利用できる空間を提供 

・エントランス 

 ⇒エントランスを設置し区道の歩行者への安全性向上やうるおい空間の提供 

整備方針④ 緑量の確保 
・記念植栽の保存 

・公園樹木による日陰空間の確保 

主な意見内容 

主な意見内容-３ フェンス 

 住宅側へのいたずらの対策をしてほしい。 

主な意見内容-４ 植栽 

 公園から住居が丸見えにならないように植栽等で

の目隠しや、北側の園路がまっすぐにならないよ

うに工夫してほしい。 

 落ち葉の落ちる大きな樹木は植えないでほしい。 

主な意見内容-５ トイレ 
 トイレの位置は既存の位置としてほしい。 

主な意見内容-７ その他 

 町会に集会所がないため、防災倉庫内等に災害時の

避難や地域の交流場所としての集会所を設置してほ

しい。 

 夜間の管理は今後も町会が行うのか。 

主な意見内容-６ 公園の地盤高さ等 
 公園の地盤が高く、周辺住居への見通しがよくな

っているため、公園の地盤を道路と同じ高さにし

てほしい。 

 公園の地盤が高いためなのか、大雨の際に水がし

みだしてくる。 

トイレの位置は 

現況のままとする 

・改修に向けた方針と“たたき台”の案をもとにどのような公園としたいか、意見交換を行いました。 

整備方針⑤ 防災活動拠点

としての整備 
・災害時の一時集合場所と 

防災活動拠点と施設の充実 

⇒防災倉庫、かまどベンチ、 

マンホールトイレ等の導入 

児童用遊具 

健康遊具 

幼児用遊具 

    防球フェンス（6.0ｍ） 

    メッシュフェンス(1.8ｍ) 

＜整備方針＞ 

① 遊具の拡充 

② 地域に親しまれてきた身近な公園機能の継承と発展 

③ 安心・安全の向上 

④ 緑量の確保 

⑤ 防災活動拠点としての整備 

既存大型滑り台は残す 

広い広場空間

の確保 

エントランス 
防災倉庫 

かまどベンチ 

マンホールトイレ 

・方針をもとに作成した”たたき台“は下記のとおりです。 

・左記の“たたき台”をもとに頂いた意見内

容は、下記のとおりです。頂いたご意見を

参考に、今後の検討をすすめていきます。 
 


